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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信プラグをグリップするように構成されたプラグ端であって、前記プラグ端が、前記
通信プラグの両側に沿って延在する、対向するアームを有し、前記アームが、前記通信プ
ラグのラッチの頂点を越えるポイントまで延在し、前記アームが、前記通信プラグの前記
ラッチを覆われていないままにするようにさらに構成されている、プラグ端と、
　前記プラグ端から延伸するプルタブと、
を備えた、ラッチを含む通信プラグ用のラッチガードであって、
　前記対向するアームが、前記通信プラグの上部に向かって内側に曲がる、ラッチガード
。
【請求項２】
　前記プルタブが、前記プラグ端に対向する前記アームに接続されたループを含む、請求
項１記載のラッチガード。
【請求項３】
　前記通信プラグが、少なくとも一つの凹部を持つハウジングを含み、前記ラッチガード
の前記プラグ端の一部分が、少なくとも一つの前記凹部に係合するためのタブを有する、
請求項１記載のラッチガード。
【請求項４】
　前記通信プラグの少なくとも一つの前記凹部が、圧着ウィンドウである、請求項３記載
のラッチガード。
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【請求項５】
　前記通信プラグがＲＪ４５プラグである、請求項１記載のラッチガード。
【請求項６】
　通信ケーブルと、
　前記通信ケーブルに接続されており、ラッチを含む通信プラグと、
　前記通信プラグに接続されたラッチガードであって、前記ラッチガードが、前記通信プ
ラグをグリップするように構成されたプラグ端であって、前記プラグ端が、前記通信プラ
グの両側に沿って延在する、対向するアームを有し、前記アームが、前記通信プラグのラ
ッチの頂点を越えるポイントまで延在し、前記アームが、前記通信プラグの前記ラッチを
覆われていないままにするようにさらに構成されている、プラグ端と、前記プラグ端から
延伸するプルタブと、を有し、前記対向するアームが、前記通信プラグの上部に向かって
内側に曲がる、ラッチガードと、
を備えている通信コード。
【請求項７】
　前記プルタブが、前記プラグ端に対向する前記アームに接続されたループを含む、請求
項６記載の通信コード。
【請求項８】
　前記通信プラグが、少なくとも一つの凹部を持つハウジングを含み、前記プラグ端の一
部分が、少なくとも一つの前記凹部に係合するためのタブを有する、請求項６記載の通信
コード。
【請求項９】
　前記通信プラグの少なくとも一つの前記凹部が、圧着ウィンドウである、請求項８記載
の通信コード。
【請求項１０】
　前記通信プラグがＲＪ４５プラグである、請求項６記載の通信コード。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　現在の電気通信市場では、プラグの事故的な取り外しに起因してネットワークの接続性
を喪失する可能性がある。事故的な取り外しは、多くの理由で起こり得る。一つのそのよ
うな理由に、データセンタ内の高密度が原因となりＲＪ４５プラグにおけるラッチが互い
に非常に近接し、時々この状況では一つのコードを取り外している間に、隣接するコード
がぶつかり、または完全に接続が切られることがある。事故的なプラグの取り外しの別の
理由には、ヒューマンエラーをもたらすことがある視界の欠如があり、コードが誤ってつ
かまれた場合に不適切なコードが取り外される。使用用途によっては、労働コストを増す
ようなミスを回避するために、複数人のオペレータ（プラグを抜くのに一人、正しいプラ
グかを確認するのに別の一人）が必要になる。
【０００２】
　通信市場では、電気配線を保護及び収容するために、配電管または他のケーブル管理機
器を使用することができる。配線管の中を通して配線を引くために使用できるさまざまな
方法がある。配線管の中を通してケーブルを引くためのある共通の方法に、ガラス繊維の
フィッシュテープを利用する方法がある。この方法では、フィッシュテープが第一に配線
管を通して提供され、そして電気テープを利用してケーブルの一端に付けられ、次に、ケ
ーブルを配線管を通して引き込む。フィッシュテープがケーブルに固定されているときに
は、それはケーブルの丸い表面上にテープされており、潜在的に滑る性質を有する。この
ことは、送り込みプロセス全体を最初からやり直す必要があるという結果を生じることが
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　取り付け及び取り外しが容易、かつ工具を必要としないＲＪ４５コードの事故的な解放
を防ぐデバイスが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態では、本発明は、ラッチを有する通信プラグ用のラッチガードを含み、この
ラッチガードは、通信プラグをグリップするように構成されたプラグ端、及びプラグ端か
ら延伸するプルタブを含む。プルタブは、プラグ端に接続されたアーム、さらに、プラグ
端に対向するアームに接続されたループを含むことができる。ラッチガードのプラグ端は
、ラッチガードが通信プラグに取り付けられているときに、通信プラグのラッチを少なく
とも部分的にカバーするように構成されたフードを含むことができる。ラッチガードのプ
ラグ端は、少なくとも三つの側面を有することができ、通信プラグは、少なくとも一つの
凹部を持つハウジングを有することができる。この場合、ラッチガードのプラグ端の側面
のうちの少なくとも一つは、プラグハウジングの少なくとも一つの凹部に係合するための
タブを含むことができる。通信プラグハウジングの少なくとも一つの凹部は、圧着ウィン
ドウであってもよい。一実施形態では、通信プラグは、ＲＪ４５プラグである。
【０００５】
　別の実施形態では、本発明は、通信ケーブル及び通信ケーブルに接続された通信プラグ
を持つ通信コードを含む。この通信プラグは、ラッチを含む。ラッチガードが、通信プラ
グに接続することができ、通信プラグをグリップするように構成されたプラグ端、及びプ
ラグ端から延伸するプルタブを有する。プルタブは、プラグ端に接続されたアーム、さら
に、プラグ端に対向するアームに接続されたループを含むことができる。ラッチガードの
プラグ端は、ラッチガードが通信プラグに取り付けられているときに、通信プラグのラッ
チを少なくとも部分的にカバーするように構成されたフードを含むことができる。ラッチ
ガードのプラグ端は、少なくとも三つの側面を有することができ、通信プラグは、少なく
とも一つの凹部を持つハウジングを有することができる。ラッチガードのプラグ端の側面
のうちの少なくとも一つは、プラグハウジングの少なくとも一つの凹部に係合するための
タブを含むことができる。通信プラグハウジングの少なくとも一つの凹部は、圧着ウィン
ドウであってもよい。一実施形態では、通信プラグは、ＲＪ４５プラグである。
【０００６】
　別の実施形態では、本発明は、通信ジャックにおける通信プラグの取り付け及び取り外
し方法を含む。この方法は、ラッチガードを通信プラグに設置するステップと、通信プラ
グを通信ジャック内に挿入するステップと、ラッチガードのタブのプルタブを引いてラッ
チガードを解放するステップと、通信プラグのラッチを押し下げるステップと、通信プラ
グを通信ジャックから取り外すステップと、を含む。
【０００７】
　別の実施形態では、本発明は、通信コードの通信機器への取り付け方法を含む。この方
法は、ラッチガードを通信コードの通信プラグに設置するステップと、ラッチガードを引
くことによって、配電管及び配線管のいずれかの中を通して通信コードを引き込むステッ
プと、ラッチガードを通信プラグから取り外すステップと、通信プラグに対するラッチガ
ードの向きを反転するステップと、ラッチガードを通信プラグに再び取り付けるステップ
と、通信プラグを通信機器の通信ジャック内に挿入するステップと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】プラグラッチガードの第一の実施形態を利用する通信システムの等角図である。
【図２】プラグラッチガードが取り付けられたＲＪ４５パッチコードの等角図である。
【図３】図２のＲＪ４５パッチコード及びプラグラッチガードの分解等角図である。
【図４】ケーブル軸を中心にして１８０°回転した図２のプラグラッチガードの背面等角
図である。
【図５】図２の切断線５－５に沿う図２のＲＪ４５パッチコード及びプラグラッチガード
の断面図である。
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【図６】解放タブの使用を通じてラッチガードが取り外された位置付けでの図２のＲＪ４
５パッチコード及びプラグラッチガードの等角図である。
【図７】シングルポートに焦点を合わせた、図１の通信システムの正面図である。
【図８】図２のプラグラッチガードの図２のＲＪ４５パッチコードへの代替的な取り付け
方法を示す等角図である。
【図９】プラグラッチガードの第二の実施形態を利用する通信システムの等角図である。
【図１０】代替的なプラグラッチガードが取り付けられたＲＪ４５パッチコードの等角図
である。
【図１１】図１０のＲＪ４５及びプラグラッチガードの分解等角図である。
【図１２】ケーブル軸を中心にして１８０°回転した図１０のプラグラッチガードの背面
等角図である。
【図１３】図１０の切断線１３－１３に沿う図１０のプラグラッチガード及びＲＪ４５パ
ッチコードの断面図である。
【図１４】シングルポートに焦点を合わせた、図９の通信システムの正面図である。
【図１５】図１０のプラグラッチガードの図１０のＲＪ４５パッチコードへの代替的な取
り付け方法を示す等角図である。
【図１６】プラグラッチガードの第三の実施形態を利用する通信システムの等角図である
。
【図１７】代替的なプラグラッチガードが取り付けられたＲＪ４５パッチコードの等角図
である。
【図１８】図１７のＲＪ４５及びプラグラッチガードの分解等角図である。
【図１９】ケーブル軸を中心にして１８０°回転した図１７のプラグラッチガードの背面
等角図である。
【図２０】図１７の切断線２０－２０に沿う図１７のプラグラッチガード及びＲＪ４５パ
ッチコードの断面図である。
【図２１】シングルポートに焦点を合わせた、図１６の通信システムの正面図である。
【図２２】図１７のプラグラッチガードの図１７のＲＪ４５パッチコードへの代替的な取
り付け方法を示す等角図である。
【図２３】図１７のプラグラッチガードの図１７のＲＪ４５パッチコードへの二次的な取
り付け方法を示す等角図であり、図１７のＲＪ４５パッチコードにおける図１７のプラグ
ラッチガードの相互作用点に焦点を合わせている。
【図２４】図２３のプラグラッチガードの図２３のＲＪ４５パッチコードへの二次的な取
り付け方法を示す背面等角図である。
【図２５】図２３の切断線２５－２５に沿う図２３のプラグラッチガード及びＲＪ４５パ
ッチコードの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１～図８は、ＲＪ４５プラグの圧着ウィンドウに係合でき、かつ解放タブへの圧力の
印加を通じて容易に取り外すことができる、統合解放タブを持つＲＪ４５プラグラッチガ
ードの一実施形態を示す。
【００１０】
　図１において本発明は、ラッチガード１２６が取り付けられたＲＪ４５コード２４（例
えば、パッチ、ゾーンまたは他のコード）が加えられたスイッチ２２を持つ通信システム
２０を含む。機器２２は、図１にはスイッチとして図示されるが、受動機器であってもよ
いし、能動機器であってもよい。受動機器の実施例は、これらに限定されないが、モジュ
ラーパッチパネル、パンチダウンパッチパネル、ウォールジャックなどであってもよい。
能動機器の実施例は、これらに限定されないが、データセンタまたは通信ルームで見るこ
とができるようなイーサネット（登録商標）スイッチ、ルータ、サーバ、物理層管理シス
テム及びパワーオーバーイーサネット機器、そしてセキュリティデバイス（例えば、カメ
ラ及び他のセンサ）及びドアアクセス機器、並びに電話機、コンピュータ、ファクス、プ
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リンタ及びワークステーションエリアで見ることができるような他の周辺機器であっても
よい。通信システム２０は、キャビネット、ラック、ケーブル管理（例えば、配電管、配
線管及び他のケーブル管理装置）及びオーバーヘッドルーティングシステム、並びに他の
そのような機器をさらに含むことができる。
【００１１】
　本発明は、さまざまなシールドまたは非シールドの通信ケーブルまたはシステム、ＣＡ
Ｔ５Ｅ、ＣＡＴ６、ＣＡＴ６Ａ、ＣＡＴ７、ＣＡＴ８及び他のツイストペアイーサネット
ケーブルのいずれか、並びに他のタイプのケーブルに応用かつ／または実施することがで
きる。コード２４は、同様の機器２２内において直接的に終端処理された他端（図示せず
）を有してもよいし、あるいは、ＲＪ４５または他のタイプなどのさまざまなプラグまた
はジャックモジュール、ジャックモジュールカセット、及び多くの他のコネクタタイプま
たはそれらを組み合わせたもので終端処理してもよい。さらに、コード２４は、ケーブル
の織機または束で処理してもよいし、加えて、予め定められた織機で処理してもよい。コ
ード２４は、パッチコード、ゾーンコード、バックボーンケーブル敷設及び水平ケーブル
敷設を含むさまざまな構造をしたケーブル敷設応用で使用することができるが、本発明は
、そのような用途のみに限定されない。概して、本発明は、軍事、工業、電気通信、コン
ピュータ、データ通信、海運及び他の用途にも使用することができる。
【００１２】
　図２は、ラッチガード１２６が取り付けられたＲＪ４５パッチコード２４の等角図であ
る。図３は、ラッチガード１２６がＲＪ４５コード２４に取り付けられるときの位置付け
での分解等角図である。図４は、ケーブル軸を中心にして１８０°回転したラッチガード
１２６の等角図を示す。図４に最もよく示すように、プラグラッチガード１２６は解放タ
ブ１４０を含む。解放タブ１４０の一部分は、ＲＪ４５パッチコード２４のプラグ２５の
底面（プラグ２５の底面は、ラッチ３８と対向する側面である）に係合するように構成さ
れる。アーム１３６が、解放タブ１４０の前部１３３の対向する側面から延伸し、プラグ
２５の対向する側面を包み込む。ラッチガード１２６におけるアーム１３６は、ラッチ３
８の頂点よりも高く延伸し、ラッチ３８の押し下げを防ぐ。一実施形態では、アーム１３
６は、ラッチ３８の頂点を越えて延伸した後、互いに向かって内側に曲がり、その結果と
して、プラグ２５の上面に接触して付加的な支持を提供することができる。
【００１３】
　図５は、図２の切断線５－５の周囲の断面図である。この図では、タブ１３２が圧着ウ
ィンドウ３４内に挿入されており、このようにしてラッチガード１２６がＲＪ４５コード
２４に固定される。ラッチガード１２６がＲＪ４５パッチコード２４に取り付けられ、そ
してラッチガード１２６が取り付けられた隣接するＲＪ４５パッチコード２４があると、
アーム１３６が、取り外しを妨害及び阻止するように、ケーブル軸と垂直に外部において
屈曲する。
【００１４】
　図６は、解放タブ１４０の使用を通じてラッチガードがＲＪ４５パッチコード２４から
取り外された位置付けでの等角図である。ラッチガード１２６は、プラグラッチ３８を解
放するために、ＲＪ４５パッチコード２４から完全には取り外さなくてもよい。
【００１５】
　図７は、シングルポート４１に焦点を合わせた、通信システム２０の正面図である。ア
ーム１３６における開口１４２を通じて、ポート４１の前面にインジケータまたはＬＥＤ
光４３の視界をもたらすことができる。
【００１６】
　ＲＪ４５パッチコード２４へのラッチガード１２６の組み立ての代替的な方法を図８に
示す。この図では、パッチコード２４が、解放タブ１４０の後部１３５における開口１４
４を通して送り込まれる。解放タブ１４０における開口１４４は、ＲＪ４５パッチコード
２４が組み立てられた後に、コード２４が開口１４４を通り抜けられるように十分に大き
い。このタイプの取り付けの利点は、直径がより小さいケーブル４８でも、アーム１３６
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間の間隔が、ラッチガード１２６をパッチコード２４から取り除き、それを無くすのに十
分な大きさであり、その結果として、図８の方法では、パッチコード２４からのガード１
２６の不慮の取り除きが回避されることにある。また、この代替的な方法で組み立てられ
たラッチガード１２６は、使用されていないときには圧力をケーブル４８に印加し、ケー
ブルの全長に沿って摺動せず、そして位置を誤ることがない。さらに、この代替的な位置
付けでは、解放タブ１４０間の間隔が増大するために、取り外し中に、解放タブ１４０の
上部と下部とがより容易に区別される。しかしながら、この位置付けは、ラッチガード１
２６のＲＪ４５パッチコード２４への組み立てに要する時間を増し、ブラウンフィールド
での用途におけるＲＪ４５パッチコード２４では、通信システム２０の少なくとも一つの
側面においてプラグを抜く必要がある。
【００１７】
　図９～図１５は、ＲＪ４５プラグの圧着ウィンドウに係合し、かつ解放タブへの圧力の
印加を通じて容易に取り外すことができる、統合解放タブを持つＲＪ４５プラグラッチガ
ードの代替的な実施形態を示す。この実施形態は、インジケータＬＥＤの遮るものがない
眺め、並びに図１～図８の実施形態のものと反対の位置付けの解放タブをもたらすことが
できる。
【００１８】
　図９は、ＲＪ４５パッチコード２４が挿されたスイッチ２２を持つシステム２１を示し
、ラッチガード２２６が取り付けられた第二の実施形態である。通信システム２１は、キ
ャビネット、ラック、ケーブル管理、パッチパネル、オーバーヘッドルーティングシステ
ム、水平ケーブル敷設、及び他のそのような機器をさらに含むことができる。
【００１９】
　図１０は、プラグラッチガード２２６が取り付けられたＲＪ４５パッチコード２４の等
角図である。図１１は、ラッチガード２２６がＲＪ４５パッチコード２４に取り付けられ
るときの位置付けでの分解等角図である。これは、図１～図８のＲＪ４５プラグラッチガ
ードとは異なり、ラッチガード２２６が、前面ではなく背面に取り付けられている。図１
２は、ケーブル軸を中心にして１８０°回転し、垂直軸２８を中心にして１８０°回転し
たラッチガード２２６の等角図を示す。図１２に最もよく示すように、ラッチガード２２
６は、プラグ２５の上面に係合可能な解放タブ２４０を含む。解放タブ２４０は、解放タ
ブ２３６の前部２３３においてそこにランプ２３６を成形させる。ラッチガード２２６に
おけるランプ２３６は、ＲＪ４５プラグラッチ３８の頂点よりも高く延伸し、ラッチ３８
の押し下げを防ぐ。アーム２３７が、解放タブ２４０の前部２３３の対向する側面から延
伸し、プラグ２５の側面を囲む。次に、アーム２３７は、それぞれの端部において互いに
向かって内側に曲がる。
【００２０】
　図１３は、図１０の切断線１３－１３の周囲の断面図である。一つ以上のアーム２３７
の端部に位置付けられたタブ２３２が、圧着ウィンドウ３４内に挿入されており、このよ
うにしてラッチガード２２６がＲＪ４５パッチコード２４に固定される。ラッチガード２
２６がＲＪ４５パッチコード２４に取り付けられ、ラッチガード２２６が取り付けられた
隣接するＲＪ４５パッチコード２４があると、アーム２３７が、取り外しを妨害及び阻止
するように、ケーブル軸と垂直に外部において屈曲する。
【００２１】
　図１４は、シングルポート４１に焦点を合わせた、通信システム２１の正面図である。
ランプ２３６が、ポート４１の前面にインジケータまたはＬＥＤ光４３の視界をもたらす
ように位置する。解放タブ２４０が、スイッチ２２の外側に向かって接近性を増大するよ
うにスイッチ２２において位置する。
【００２２】
　ＲＪ４５パッチコード２４へのラッチガード２２６の組み立ての代替的な方法を図１５
に示す。この図では、コード２４が、解放タブ２４０の後部２３５における開口２４４を
通して送り込まれる。解放タブ２４０における開口２４４は、ＲＪ４５コード２４が組み
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立てられた後に、コード２４が開口２４４を通り抜けられるように十分に大きい。このタ
イプの取り付けの利点は、直径がより小さいケーブル４８でも、アーム２３７間の間隔が
、ラッチガード２２６をコード２４から取り除き、それを無くすのに十分な大きさであり
、その結果として、図１５の方法では、コード２４からのガード２２６の不慮の取り除き
が回避されることにある。また、この代替的な方法で組み立てられたラッチガード２２６
は、使用されていないときには圧力をケーブル４８に印加し、ケーブルの全長に沿って摺
動せず、そして位置を誤ることがない。しかしながら、この位置付けは、ラッチガード２
２６のＲＪ４５パッチコード２４への組み立てに要する時間を増し、ブラウンフィールド
での用途におけるＲＪ４５コード２４では、通信システム２１の少なくとも一つの側面に
おいてプラグを抜く必要がある。
【００２３】
　図１６～図２５は、ＲＪ４５プラグの圧着ウィンドウに係合し、かつ解放タブへの圧力
の印加を通じて容易に取り外すことができる、統合解放タブを持つＲＪ４５プラグラッチ
ガードの別の代替的な実施形態を示す。この代替的な実施形態は、引き輪として機能する
ような追加の機能性をもたらす、ラッチガードにおけるポケットを含む。
【００２４】
　図１６は、ＲＪ４５コード２４が装着されたスイッチ２２を持つシステム３２０を示し
、ラッチガード３２６が取り付けられた第三の実施形態である。システム３２０は、キャ
ビネット、ラック、ケーブル管理、パッチパネル、オーバーヘッドルーティングシステム
、水平ケーブル敷設、及び他のそのような機器をさらに含むことができる。
【００２５】
　図１７は、ラッチガード３２６が取り付けられたＲＪ４５コード２４の等角図である。
図１８は、ラッチガード３２６がＲＪ４５コード２４に取り付けられるときの位置付けで
の分解等角図である。これは、図１～図８のＲＪ４５プラグラッチガードとは異なり、ラ
ッチガード３２６が、前面ではなく背面から取り付けられている。図１９は、ケーブル軸
を中心にして１８０°回転し、垂直軸３２８を中心にして１８０°回転したラッチガード
３２６の等角図を示す。ラッチガード３２６におけるランプ３３６は、ＲＪ４５プラグラ
ッチ３８の頂点よりも高く延伸し、ラッチ３８の押し下げを防ぐ。アーム３３７が、解放
タブ３４０の前部３３３の対向する側面から延伸し、プラグ２５の側面を囲む。次に、ア
ーム２３７は、それぞれの端部において互いに向かって内側に曲がる。
【００２６】
　図２０は、図１７の切断線２０－２０の周囲の断面図である。タブ３３２が圧着ウィン
ドウ３３４内に挿入されており、このようにしてラッチガード３２６がＲＪ４５コード２
４に固定される。ラッチガード３２６がＲＪ４５コード２４に取り付けられ、ラッチガー
ド３２６が取り付けられた隣接するＲＪ４５コード２４があると、アーム３３７が、取り
外しを妨害及び阻止するように、ケーブル軸と垂直に外部において屈曲する。
【００２７】
　図２１は、シングルポート４１に焦点を合わせた、通信システム３２０の正面図である
。ランプ３３６が、ポート４１の前面にインジケータまたはＬＥＤ光４３の視界をもたら
すように位置する。解放タブ３４０が、スイッチ２２の外側に向かって接近性を増大する
ようにスイッチ２２において位置する。
【００２８】
　ＲＪ４５パッチコード２４へのラッチガード３２６の組み立ての代替的な方法を図２２
に示す。この図では、コード２４が、解放タブ３４０の後部３３５における開口３４４を
通して送り込まれる。解放タブ３４０における開口３４４は、ＲＪ４５コード２４が組み
立てられた後に、コード２４が開口３４４を通り抜けられるように十分に大きい。このタ
イプの取り付けの利点は、直径がより小さいケーブル４８でも、アーム３３７間の間隔が
、ラッチガード３２６をコード２４から取り除き、それを無くすのに十分な大きさであり
、その結果として、図２２の方法では、コード２４からのガード３２６の不慮の取り除き
が回避されることにある。また、この代替的な組み立てのラッチガード３２６は、使用さ
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れていないときには圧力をケーブル４８に印加し、ケーブルの全長に沿って摺動せず、そ
して位置を誤ることがない。しかしながら、この位置付けは、ラッチガード３２６のＲＪ
４５パッチコード２４への組み立てに要する時間を増し、ブラウンフィールドでの用途に
おけるＲＪ４５コード２４では、通信システム３２０の少なくとも一つの側面においてプ
ラグを抜く必要がある。
【００２９】
　図２３は、ラッチガード３２６を引き輪として利用できる位置付けにおいてラッチガー
ド３２６が取り付けられたＲＪ４５コード２４の上面等角図である。図２４は、ラッチガ
ード３２６を引き輪として利用できる位置付けにおいてラッチガード３２６が取り付けら
れたＲＪ４５コード２４の底面等角図である。図２５は、図２３の切断線２５－２５の周
囲の断面図である。ポケット３５０が、プラグラッチストップ５２を通じてラッチ３８を
固定し、圧力が印加されたときのラッチガード３２６の解放を防ぐ。開口３４４が、引き
込み動作中にフィッシュテープを加えることができる包囲特徴として機能し、これにより
フィッシュテープをケーブル４８の丸い表面に固定するよりもフィッシュテープが滑るリ
スクがより低くなる。ＲＪ４５コード２４からラッチガード３２６を解放するために、プ
ラグが大体ＲＪ４５ジャックから解放されるのと同時に、ラッチ３８を押し下げる必要が
ある。ポケット３５０の係合特徴の二次的な利用として、使用されていない時にパッチコ
ードをフックに掛ける、または店舗での販売中にフックに設置することができる。
【００３０】
　本発明の特定の実施形態及び用途を図示及び記述したが、本発明が、本明細書に開示し
た正確な構造及び構成に限定されず、記述したような本発明の精神及び範囲から逸脱する
ことなく、前述から様々な修正、変更及び変化が明らかになり得ることが理解されるはず
である。
【符号の説明】
【００３１】
３４，３３４　圧着ウィンドウ、３８　ラッチ、４８　ケーブル、１２６，２２６，３２
６　ラッチガード、１３２，２３２，３３２　タブ、１３３，２３３　前部、１３６，２
３７，３３７　アーム、１４０，２４０，３４０　解放タブ、２３６，３３６　ランプ
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